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第 131号
8月 13日  竹昌宣 さんの祝詞でお盆参 りを行 う

令
和
３
年

今
年
の
秋
季
大
祭
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
全
国
で
２
万
人
を

超
え
、
有
明
地
域
に
お
い
て
も
３２
人
の
感
染
が
確
認
。
感
染
力
の
強

い
デ
ル

タ
株
な
ど

へ
の
、
さ
ら
な
る
警
戒
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し

て
中
止
と
し
ま
す

。
年
内
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
き
渡
り
、
来
年
春
に
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
て
い
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

な
を
、
神
事
は
役
員
の
み
で
行

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
了
承
を
お
願

い
し
ま
す
こ

当
日
、
奥
都
城
は
開
放
し
ま
す
の
で
、
お
参
り
は
各
自
、
自
由
で
す
。
時

間
は
左
記
の
通
り
で
す
〓

開
館
時
間

日
　
時
　
９
月
１９
日

（日
）
午
前
１０
時
～
１２
時

一
、
『検
温
』
『消
毒
』
を
実
施
。
必
ず

『
マ
ス
ク
着
用
』。

一
、
奥
都
城
内
は
三
密
に
な
ら
な
い
様
お
願
い
し
ま
す

‐

お
知
ら
せ

ノ ト

“

口 ‐

¬
l

|

「秋
季
大

注
意
事
項



第131号 (2)
2021年 (令和 3年 )9月 1日 与 論 会 だ よ り

〈
マ

は
特
別
付
録
付
き
Ｄ
Ｖ
Ｄ
無
料
配
布

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
関
係
各
位

ヨロン
島
Ｐ
Ｒ
動
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
配
布
に
ついて
一特
別
付
録
｝

残
暑
の
候
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
止
ま
ら
ず
不
要
の
外

出
自
粛
が
要
請
さ
れ
て
い
る
な
か
、
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
回
、
与
論
町
商
工
観
光
課
様
か
ら
、
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
が
送
付
し
て
ま

い

り
ま
し
た
。
与
論
島

の
海
や
砂
浜
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
与
論
十

五
夜
踊
り
な
ど
を
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
駆
使
し
た
美
し
い
映
像
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
９
作
品
収
録
」

ま
た
、
観
光
地
の
Ｐ
Ｒ
映
像
な
ど
集
め
た
国
際
的
な

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
与

論
島
の
美
し
い
自
然
や
伝
統

の
祭
を
撮
影
し
た
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
毎
年
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
観
光
業

者
向
け
の
国
際
会
議
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
世
界
２３

か
国
か
ら
１
２
１
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
地
方
の
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
の
部
門
で
、
与
論
島
の
映
像
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た

『
５
番
目
』
。
日
本
で
選
ば
れ
た
の
は
与
論
島
だ
け

で
、
是
非
、
皆
様
方
に
も
見
て
い
た
だ
く
特
別
付
録
無
料
提
供
す
る
次
第
で

す
。

コ
ロ
ナ
過
が
終
息
し
た
時
、
先
祖
が
生
ま
れ
育
ん
だ
美
し
い
与
論
島
を

家
族
で
故
郷
探
求
、
友
人
仲
間
等
で
与
論
島
を
観
光
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
ｃ

ま
だ
ま
だ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
止
ま
り
ま
せ
ん
が
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
健
康
に
は
お
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。大

牟
田

。
荒
尾
与
論
会

会
長
　
朝
岡
　
光
男

最優秀賞に選ばれた映像 ([Digest]we100me tO Paradise―YORON lsland,Japan)

与論島の海や砂浜、そして国の重要無形民俗文化財の与論十五夜踊りなどを、
ドローンなどを駆使した美しい映像で紹介しています。
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(3)第 131号 与 論 会 だ よ り   2021年 1令和 3年 19月 1日

大
牟
田

口
荒
尾
与
論
会

会
長
　
朝
岡

光
男

様

写
諭
町
劉
光
Ｐ
Ｒ
動
回
Ｕ
Ｓ
Ｂ
の
送
付
に
つ
い
て

陽
春
の
候
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
与
論
町
に
対
し
て
格
別
の
ご
高

配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
与
論
町
商
工
観
光
課
で
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス

「
Ｙ

ｏ
ｕ

Ｔ

ｕ
ｂ

ｅ
」
に
て
動
画
配
信
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
ま

で
に
商
工
観
光
課
が
発
注
し
、
制
作
し
ま
し
た
動
画
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
し
、
貴
殿
宛
に
送
付

い
た
し

ま
し
た
。
総
会
や
店
舗
、
事
務
所
な
ど
で
動
画
を
自
由
に
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
直
接
持
参
し
、
ご
説
明
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
こ
う

い
っ
た
形
で
の
お
渡
し
と
な

っ
て
し
ま

い
、
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
止
ま
り
ま
せ
ん
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
健
康
に
は
お
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
論
町
長
　
山
　
　
一死
　
宗

・・・一趨
鷺
一（珀

一・



2021年 (令和3年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第131号^(4)

４

月

４

日

５

月

９

日

２３

日

６

月

１３

日

７

月

４

日

７

月

１８

日

８

月

８

日

１３

日

▼
次
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

（敬
称
省
略
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

月
　
日
　
　
氏
　
名

　

年
齢
　
喪
　
工ヽ
　

　

住
　
所

７
月
２８
日
　
沖
　
　
満
廣
　
８６
歳
　
沖
　
　
徳
江
　
荒
尾
市
川
登
１
９
０
７
１
９
９

腰
か
し
い
写
真

・
募
集
し
て
ま
す

懐
か
し
い
写
真
や
古

い
写
真
、
資
料
な
ど
お
持
ち
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
デ
ジ
カ
メ
に
収
め
て
与
論
会
で
記
録
し
て
お
き
ま
す
。

資
料
や
写
真
は
お
借
り
し
ま
せ
ん
、
そ
の
場
で
撮
影
し
て
資
料
と
し
て
保

管
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
頂
け
れ
ば
お
伺

い
し
ま
す
。

連
絡
先
　
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

会
長
　
朝
岡
　
光
男
　
０
９
０
１
３
６
６
６
１
５
２
５
５
　
ま
で

与
論
会
の
動
き

令
和
３
年
４
月

令
和
３
年
８
月

至 自

奥
都
城
春
季
大
祭
中
止
　
役
員
の
み
参
拝

新
型

コ
ロ
ナ
対
策
の
上
開
放

奥
都
城
清
掃
６

。
１５

・
１６
地
区
担
当
　
ペ
ン
キ
塗
り

奥
都
城
テ
ン
ト
枠
ベ
ン
キ
塗
り

奥
都
城
清
掃
４

・
１０

。
１１
地
区
担
当

第
４５
回
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
定
期
総
会

新
型

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
時
間
短
縮
　
三
港
与
洲
会
館

奥
都
城
清
掃
１３

・
１４
地
区
担
当

奥
都
城
清
掃
　
１７

・
１８

・
１９
地
区
担
当

奥
都
城
お
盆
１０
時
～
１２
時

新
型

コ
ロ
ナ
対
策
の
上
開
放
　
約
１
０
０
名
お
参
り

荒
尾
市
川
登
在
住
の
山
下
ウ
ト
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
祝

い
を
、
荒
尾
市
長

か
ら
祝
福

い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
月
２７
日
生
ま
れ
で
す
。

与
論
島
出
身
で
、
ふ
る
さ
と
の
歌
が
大
好
き
。
妹
と
会
う
と
今
で
も
楽
し

く
踊
り
な
が
ら
過
ご
し
ま
す
。
手
先
が
器
用
で
、
伝
統
工
芸
品
の
大
島
紬
も

織

っ
て
い
ま
し
た
。
ご
家
族
は

「
ふ
る
さ
と
与
論
が
大
好
き
な
、
か
わ

い
い

ば
あ
ち

ゃ
ん
で
す
」
。
と
話
し
ま
し
た
。



(5)第 131号 与 論 会 だ よ り  2021年 (令和3年)9月 1日

春
季
大
祭

４
月
４
日
に
春
季
大
祭
を
行
う
予
定
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
特
別
警
戒
中

の
為
、
大
祭
を
中
止
し
て
神
事
の
み
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
雨
天
の
為
、
奥
都
城
内
で
行

い
、

駿
馬
天
満
宮
の
田
尻
神
官
の
祝
詞
奏
上
後
、
役
員
と
お
客
と
、
お
参
り
致
し
ま
し
た
。

奥
都
城
は
１０
時
か
ら
解
放
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、　
一
般
客
も

一
緒
に
お
参
り
を
し
て
い

た
だ
き
、

コ
ロ
ナ
対
策
も
徹
底
し
、
密
を
避
け
な
が
ら
ご
先
祖
の
挨
拶
も
早
々
に
奥
都
城
を

後
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。春

季
大
祭
奥
都
城
内
写
真
集



2021年 (令和3年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第131号 (6)

令和3年 春季大祭
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(7)第 131号 与 論 会 だ よ り   2021年 (令和 3年 19月 1日

令和3年 春季大祭

=



2021年 (令和 3年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第131号 (8)

令和3年 春季大祭
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(9)第 131号 与 論 会 だ よ り   2021年 (令和 3年)9月 1日

第
４５
回
与
論
会
総
会

７
月
４
日
午
前
１０
時
よ
り
与
論
会
の
総
会
を
開
催
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
消
毒
を
徹
底
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
役
員

の
改
選
期
に
あ
た
り
以
下
の
役
員
で
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
会

の
内
容
は
紙
面
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
で
行
事
が
中
止
に
な
り
、
支
出
が
な
く
昨
年

の
赤

字
が

一
掃
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
各
種
行
事
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

総
会
は
執
行
部
の
提
案
通
り
に
満
場

一
致
で
決
ま
り
ま
し
た
。

護
革
，

・
Ｊ
■
軒
一
ヽ
■
ｉ

・

役  職 役 員

会   長 朝 岡 光 男

副 会 長 出 村   進

′′ 益 山 憲

′′ 砂 月1 真佐江

幹 事 長 先   章太郎

会 計 長 出 村   進

幹   事 梅 花 孝 祐

ク 森   整 昭

ク

ク 川 口 幸 雄

ク 黒 田   豊

ク 竹   昌 宣

ク 村 山 章 彦

青 年 部 長 仲 野 英 富

青 年 部 川 上 喜一郎

相 談 役 町 謙

監   査 森   光 廣

ク 森   亮 子

地 区 長

地区名 お名前

1地区 野 中 トモ子

2地区 竹   昌 宣

3地区 仲 野 光 浩

4地区 馬 場 武 彦

5地区 山 下 義 明

6地区 松 井 清

7地区 黒 田   豊

8地区

9地区 川 上 英 子

10地区 野 口 裕 志

11地区

12地区 黒 田   豊

13地区 竹 内 隆 雄

14地区 森   整 昭

15地区 村 山 章 彦

16地区 川 口 幸 雄

17地区 野 口   隆

18地区 竹 内 征 夫

19地区 山 元 信 幸

20地 区

益 山 哲 夫

酒 匂 登志明



2021年 (令和 3年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第131号 (10)

大牟田・荒尾地区与論会 令 和 2年度 決 算 書

令和 2年 6月 ～令和 3年 5月(収入 )

(支出)

費   目 予 算 決 算 内 容

繰  越  金 -41,986 -41,986 前年度繰越金

与論会年会費 1,300,000 1,205,212 与論会年会費

寄  付  金 200,000 96,000 別紙参照

貯 金 利 子 100 8 郵貯金利息

染佳  1又   入́ 10,000 39,500 購読料 (38,000)・ 義援金 (1,500)

ノヽ
日

詈1´

口 | 1,468,114 1,298,734

費  目 予 算 決 算 内 容

会  議  費 50,000 49,733 総会費用

祭  典  費 250,000 131,844 春・秋大祭は役員のみで執り行う。正月。お盆

共  済  費 100,000 30,000 高橋東蔵様の弟・奥家様・山田富雄様の妹主人

渉  外  費 300,000 13,143 駿馬天満宮春秋例祭・林竹美著書本5冊購入代

機 関 紙 費 300,000 324,500 与論会だより発行 (年 3回発行)

事 務 通 信 費 80 000 104,244 与論会だより郵送、事務用品、文具代

奥 都 城 維 持 費 50,000 95,429 電気、水道、テント塗装工事(役員総出)

与 洲 会 館 費 50,000 38 704 電気、水道、

公 園 使 用 料 65,000 63,558 奥都城借地代

清  掃  費 50,000 37,522 奥都城清掃茶菓子代

役 員 研 修 費 100,000 0

青 年 部 費 0 0

故郷芸能継承費 0 0

備  品  費 0 19,800 チエンソー購入

予  備  費 73,114 390,257 次期繰越金

/、    言+
匡1    口 | 1,468,114 1,298,734



(11)第 131号 与 論 会 だ よ り   2021年 (令和 3年)9月 1日

(収入 )

(支出)

令和 2年度奥都城建設資金報告

収  入 支  出 建設資金残高

18,325,165      100      18,325,065

ヽ´

前 期 繰 越 金 16,824,450 適 用

建 設 資 金 1,200,000 松井寛樹様 。川上美智子様入会

ラ「|」 子 715 郵便 。信金

雑  収  入 300,000 奥家永代供養料

/、    詈+
口
.    

口 | 18,325,165

修  繕  費 0

設  備  費 0

備  品  費 0

雑 費 100 送金手数料

〈
口

■二
百 1

100



2021年 (令和 3年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第131号 (12)

令和 2年度寄贈者名 (敬称省略)

令和 2年 6月 1日 ヽ令和 3年 5月 31日

t

金銭寄贈者名

月  日 金 額 お 名 前

8月 13日 3,000 堀泰博

9月 20日 5.000 侑‖|」 運

1月 3日 50.000 上様

3.000 堀泰博

4月 4日 10,000 川口哲治

5,000 1有)山 i三

5,000 仲野装業

5,000 猿渡恵一郎

3,000 叶生二

3,000 嵐山清次

2,000 黒田ノブ子

2,000 山田富雄

96,000

物品寄贈者名

月  日 お 名 前 品 物
米4ξヨ_

女人堡巨_

8月 16日 佐藤 ,青 1酉 1本 納骨の為

東 1青 1西 1本 納骨の為

9月 20H 1有)仲 野装業 有 泉 2本

1月 3日 自雲社 コ~ヒ ~セ ノト 1箱

仲野装業 有 泉 1本

山元信幸 焼 酎 1本

4月 4目 白雲社 7青 ,酉 2本

境サエ子

'青

 1酉 1本

・
，■
　
　
す

・
ヽ
■
力
¨

L
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(13)第 131号 与 論 会 だ よ り   2021年 (令和 3年)9月 1日

会計監査報告

2020年度 (令和 2年度)歳入・歳出の決算は、関係書類 (預金通帳、

現金出納簿、領収証等)に より、照合検査を行った結果、適正な

事務処理がなされてお り、決算の内容については相違ないこと

を認めます。

与論会現金及び預金 39万 0257円

奥都城建設剰余金 1832万 5065円

¬ 新規入会 松井 寛樹 様 玉名市岱明町上

川上美智子 様 玉名郡長洲町腹赤

奥家 永代供養永代供養

令和 3年 6月  13日

内

　

訳

臣をァに
hコ_巳

未 ∠滋晰

⑫臣をァК
五 ‐ 」日 ^

″本 免 J

ヽ
，

お

ヽ



2021年 (令和 3年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第131号 (14)

令和 3年度予算書

(収入)

(支出)

令和 3年 6月 ～令和 4年 5月

し

費 予  算 内 容

繰  越  金 390,257 前年度繰越金

与論会年会費 1,200,000 与論会年会費

寄  付  金 100,000 大祭が行われることを祈 ります

貯 金 利 子 100 郵貯金利息

雑  収  入 10,000 購読料

∠́、
日

書上
日 | 1,700,357

費  目 予  算 内 容

会  議  費 50 000 各種会議

祭  典  費 250,000 新年・春・夏・秋 祭典

共  済  費 50,000 会員慶弔費

渉  外  費 200 000 各種行事

機 関 紙 費 350,000 与論会だより発行 (年 3回発行 )

事 務 通 信 費 100,000 与論会だより郵送・事務文具代他

奥都城維持費 100,000 電気、水道他維持費

与 洲 会 館 費 50,000 電気、水道他維持費

公 園 使 用 料 65,000 奥都城借地代

清  掃  費 50,000 奥都城清掃茶菓子代

役 員 研 修 費 100,000 役員慰労会

青 年 部 費 0

故郷芸能継承費 0

備  品  費 0

予  備  費 335,357

/ヽ    言+
ロ     ロ|

1,700,357



岡 第131号 与 論 会 だ よ り   2021年 (令和 3年)9月 1日

塗
恐
工
事
を
完
工

５
月
９
日
と
２３
日
に
役
員
と
当
番
地
区
と
で
奥
都
城
前
広
場
に
設
置
し
て

い
る
大
型
テ
ン
ト
の
塗
装
を
行

い
ま
し
た
。

鉄
骨
枠
が
雨
ざ
ら
し
に
な

っ
て
、
錆
が
浮

い
て
き
て
お
り
、
塗
り
時
の
時

期
を
迎
え
た
の
で
清
掃
担
当
地
区
と
合
同
で
、
翌
々
週
に
役
員
の
み
で
工
事

を
完
了
し
ま
し
た
。

行
事

の
折
に
は
、
見
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。
手
塗
り
で
厚
く
塗

っ
て
お
り

ま
す
の
で
耐
久
性
は
あ
り
ま
す
。

大型テン トの鉄枠 ベンキ塗り



2021年 (令和 3年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第131号 (16)

異
都
城
台
所
を
補
強

６
月
の
清
掃
日
に
、
奥
都
城
の
台
所
窓
枠
が
バ
ー
ル
で
捏
ね
た
後
を
見

つ

け
ま
し
た
。
調
べ
た
ら
防
犯
用
の
ラ
イ
ト
と
照
明
が
配
線
を
切
断
さ
れ
て
い

て
、
扉
も
捏
ね
た
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

２
年
前
に
は
、
枠
そ
の
も
の
が
変
形
す
る
ほ
ど
捏
ね
ら
れ
、
警
察
に
届
け
、

保
険
の
適
用
に
な
り
窓
枠
を
取
り
替
え
ま
し
た
が
、
ま
た
、
狙
わ
れ
た
の
で
、

窓
と
扉
を
囲
う
枠
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
配
線
も
露
出
部
分
は

少
な
く
し
て
お
り
ま
す
。

（前
回
も
、
今
回
も
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）

賽
銭
泥
棒
が
横
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
か
ね
て
よ
り
警
戒
管
理
が
重
要

で
す
。
皆
さ
ん
も
奥
都
城
を
通
行
の
折
に
は
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

以前の台所

枠を取り付けた台所

I



(17)第 131号 与 論 会 だ よ り  2021年 (令和3年)9月 1日

お
盆
参
り
を
８
月
１３
日
に
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
州
付
近
に
停
滞
す
る
前
線
が
活
発
化
し
た
影
響
で
、
西
日
本

を
中
心
に
局
地
的
に
猛
烈
な
雨
が
降
り
続
く
中
で
、
奥
都
城
の
お
盆
参
り
を

行

い
ま
し
た
。

雨
が
降
り
続
く
中
、
検
温

・
消
毒

・
マ
ス
ク
着
用
で
、
三
密
回
避
で
お
願

い
し
ま
し
た
。

式
典
は
奥
都
城

の
室
内

で
行
わ
れ
、
役
員

の
竹
昌
宣
さ
ん
の
祝
詞
で
神
事

を
行

い
、
会
長
挨
拶

で
式
典
終
了
。
役
員
を
加
算
す
る
と
１
０
０
名
以
上

の

皆
さ
ん
が
お
見
え

に
な
り
ま
し
た
。

|

11魔

●
―
●
■
ｉ
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2021年 (令和 3年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第131号 (18)

ボ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
の
店

博

子

み
な
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
新
港
町
の
売
店
の
前
で
、
祖
母
と
妹
、

弟
と
露
天
の
駄
菓
子
屋
を
し
て
い
た
上
野
博
子
で
す
。

私
達
４
人
は
、
こ
の
店
の
さ
さ
や
か
な
収
入
を
頼
り
に
ソ
連
兵
に
連
れ
て

い
か
れ
た
ま
ま
、
消
息

の
分
か
ら
な

い
父
の
帰
り
を
待

っ
て
い
ま
し
た
。

あ
の
頃
か
ら
７０
余
年
。
私
は
８５
歳
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会

っ
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
で
も
新
港

町
の
人
々
、
そ
の
な
か
で
も

ユ
ン
ヌ
ン
チ

ュ
か
ら
優
し
く
し
て
も
ら

つ
た
こ

と
は
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
や
が
て
、
（終
戦
の
日
）
が
き
ま
す
。

１
９
４
５
年
８
月
１５
日
は
、
私
た
ち
家
族
に
と

っ
て
も
苦
難
の
始
ま
り
の

日
で
し
た
。

暗
転
の
日
、
十
月
六
日

終
戦
時
４１
歳
　
上

野
　
正

夫

昭
和
二
十
年

一
月
三
日
、
わ
た
し
は
家
族
を
連
れ
て
新
京
神
社
に
お
参
り

し
た
。
お
み
く
じ
は
大
凶
と
出
た
。
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
な
予
感

が
し
た
。

当
時
、
わ
た
し
は
満
州
国
の
対
ソ
外
交
を
担
当
し
て
い
た
。
敗
戦
が
不
可

避
な
こ
と
は
昭
和
１９
年
後
半
か
ら
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
た
。
妻
は
２
年
越
し

の
肺
結
核
で
病
床
に
伏
し
て
い
た
。
上
司
か
ら
家
族
を
日
本

へ
帰
す
よ
う
に

と
の
勧
告
を
受
け
た
が
、
満
州
で
運
命
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

戦
局
は
予
想
通
り
に
推
移
し
た
。
終
戦
日
の
８
月
１５
日
を
新
京

（現
在
の

長
春
）
で
迎
え
る
。
公
私
の
身
辺
整
理
を
し
て
新
京
郊
外

・
氷
昌
胡
同
の
空

下

川

■
田
■

■■■

除幕された記念碑前にて上野正夫氏・妻静子氏、長男上野勝矢氏

(上野應介翁彰徳碑 (左)と 口之津移住開拓民の碑 (右 ))

゛
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豪
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与 論 会 だ よ り  2021年 (令和3年)9月 1日(19第 131号

ヽレ

き
家
に
引
き
こ
も
る
。

ソ
連
の
検
察
当
局
は
日
満
の
要
人
狩
り
を
始
め
た
こ

わ
た
し
も
職
掌
柄
ね
ら
わ
れ
る
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
た
が
病
妻
と
三
人
の
子

ど
も
、
老
母
を
置
き
去
り
に
し
て
逃
亡
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。

昭
和
２０
年
１０
月
６
日
は
雲

一
つ
な
い
小
春
日
和
だ

っ
た
。
楡
の
本
の
葉
が

微
風
に
舞

い
、
垣
根
沿

い
の
コ
ス
モ
ス
の
花
が
静
か
に
揺
れ
て
い
る
。
午
前

中
、
大
通
り
の
物
々
交
換
市
場
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
手
に
入
れ
た
。
午
後
、
老

母
は
庭
で
越
冬
用
の
た
ど
ん
を
作

っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
庭
の
真
ん
中
に
か

ま
ど
を
こ
し
ら
え
て
イ
モ
の
て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
た
。
子
ど
も
ら
は
周
り

で
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
と
は
じ
ゃ
ぎ
な
が
ら
ご
馳
走
の
出
来
る
の
を
待

っ
て
い
る
。

妻
は
縁
側

へ
は

い
出
て
き
て
、
気
分
よ
さ
そ
う
に
外
を
眺
め
て
い
る
。
み
ん

な
が
奈
落
の
渕
に
立

っ
て
い
る
と
は
知
る
由
も
な

い

一
家
和
楽
の
ひ
と
と
き

だ

つ
た
。

午
後

一
時
半
ご
ろ
、
同
僚
の
奥
さ
ん
が
垣
根
越
し
に
声
を
か
け
た
。
時
候

の
あ

い
さ

つ
や
ち
ま
た
の
う
わ
さ
話
を
長
々
と
し
ゃ
べ
っ
て
か
ら
最
後
に
こ

う
言

っ
た
。

「
ソ
連
の
兵
隊
さ
ん
が
主
人
を
捕
ま
え
に
来
ま
し
た
。
留
守
だ
と
答
え
た

ら
外
交
部
の
要
人
の
所

へ
案
内
し
ろ
と
拳
銃
を
突
き

つ
け
て
脅
か
す
む
の
で

す
か
ら
連
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
た
が
な
か

っ
た
の
で
す
。
ご
め
ん
な
さ
い
」

奥
さ
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
が
終
ら
な
い
う
ち
に
ソ
連
兵
の

一
隊
は
わ
た
し
の

家
を
包
囲
し
た
。
黒
地
の
肩
章
を
着
け
た
少
佐
が
近
寄

っ
て
き
て
尋
問
す
る
。

「君
は
上
野
正
夫
だ
ね
。
捜
し
出
す
の
に
苦
労
し
た
ぞ
。
今
か
ら
家
宅
捜

索
を
行
な
う
。
逃
げ
出
し
た
ら
射

つ
。
家
族
も
同
じ
だ
」

五
人
の
者
が
泥
靴
の
ま
ま
家
の
中

へ
入
り
込
み
、
家
財
道
具
や
わ
た
し
の

持
ち
物
を
引

っ
か
き
回
し
た
。
畳
を
上
げ
て
床
下
ま
で
調
べ
る
。
捜
索
は
１

時
間
ほ
ど
行
わ
れ
た
。
目
当
て
の
物
は
出
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
家
の
中
は

一

転
し
て
火
事
場
の
よ
う
な
騒
ぎ
に
な

っ
た
。

子
ど
ち
ら
は
泣
き
叫
ぶ
。
妻
は
起
き
上
が

っ
て
、
う
ち
の
主
人
は
悪

い
こ

と
を
す
る
よ
う
な
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
と
必
死
に
な

っ
て
訴
え
て
い
る
。

母
は
閲
入
者
を
に
ら
み
つ
け
て
、
出
て
行
き
な
さ

い
、
と
ど
な

っ
て
い
る
。

少
佐
が
改
ま

っ
た
口
調
で
言

い
放

つ
。

「君
を
逮
捕
す
る
ｃ
携
行
品
を
準
備
し
ろ
」

わ
た
し
は
シ
ベ
リ
ア
ヘ
送
ら
れ
る
も
の
と
思

い
、
冬
着
や
冬
期
用
品
を
ト

ラ
ッ
ク
に
詰
め
込
ん
だ
。
妻
は
流
れ
る
涙
を
拭
き
も
し
な

い
で
震
え
る
手
で

手
伝

っ
た
。
わ
た
し
は
少
佐
に
言

っ
た
。

「逃
げ
も
隠
れ
も
し
な
い
。
子
ど
も
の
前
で
手
錠
や
縄
を
掛
け
る
ま
ね
だ

け
は
し
な

い
で
ほ
し

い
。
」
子
ど
も
ら
は
、
行

っ
ち

ゃ
あ
嫌

っ
と
泣
き
叫
び

様
が
ら
わ
た
し
に
取
り
す
が

っ
た
。
わ
た
し
は

一
人

一
人
の
頭
を
な
で
な
が

ら
な
だ
め
た
．

「
じ
き
に
帰

っ
て
く
る
。
仲
よ
く
し
て
待

っ
て
い
な
さ
い
」

自
動
小
銃
を
突
き
付
け
ら
れ
て
庭

へ
出
た
。
か
ま
ど
に
は
残
り
火
が
く
す

ぶ

っ
て
い
る
。
て
ん
ぷ
ら
が
散
乱
し
て
い
る
。
正
月
、
新
京
神
社
で
引

い
た

お
み
く
じ
の
大
凶
が
頭
の
中
を
か
す
め
た
。
玄
関
前
の
通
り
で
は
近
所
の
人

々
が
遠
巻
き
に
し
て
見
物
し
て
い
る
。
髪
を
短
く
切
り
、
顔
に
ス
ス
を
塗

っ

た
若

い
女
性
や
三
日
前
に
主
人
を
連
れ
去
ら
れ
た
顔
見
知
り
の
奥
さ
ん
も
交

じ

っ
て
い
る
。

妻
は
か
す
り
の
着
物
を
は
お
り
、
三
歳
の
勝
矢
を
背
負

っ
て
出
て
き
た
。

「主
人
を
早
く
帰
し
て
く
だ
さ
い
」

日
本
語
の
わ
か
る
少
佐
に
嘆
願
し
て
い
る
妻
が
痛
々
し
い
。
母
は
１１
歳
の

博
子
と
９
歳
の
湛
子
を
左
右
に
抱
え
て
恰
然
と
立

っ
て
い
る
。
言
葉
を
か
け

て
や
る
す
べ
も
な

い
。

わ
た
し
は
ジ
ー
プ
の
中

へ
押
し
込
め
ら
れ
た
。
発
車
問
際
に
振
り
向
く
と
、

妻
の
白

い
顔
が
夕
闇
の
中
に
く

つ
き
り
と
浮

い
て
い
る
。
こ
れ
が
見
納
め
に

・
Ｆ
ハ

．



2021年 (令和 3年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第131号 (20)

な

っ
た
こ
と
を
シ
ベ
リ
ア
の
獄
中
で
知

っ
た
。
八
年
後
、
獄
中
に
届

い
た
湛

子
の
は
が
き
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。

「
お
母
さ
ん
は
遠

い
空
の
か
な
た

へ
消
え
て
ゆ
き
ま
し
た
。
早
く
帰

っ
て
き

て
く
だ
さ
い
…
」

昭
和
３１
年
１２
月
３１
日
、
わ
た
し
は
１２
年
ぶ
り
で
大
牟
田
市
に
住
む
家
族
の

所

へ
帰

っ
て
き
た
。
母
は
日
焼
け
し
た
顔
や
手
足
に
苦
労
の
跡
を
染
み
込
ま

せ
て
い
た
。
長
女
は
奨
学
資
金
で
久
留
米
市
の
大
学
を
卒
業
し
、
小
学
校
教

員
の
資
格
を
取
得
し
て
い
た
。
次
女
は
高
校
に
通

い
な
が
ら
祖
母
の
屋
台
店

を
手
伝

っ
て
い
る
。
長
男
は
中
学
在
学
中
で
人
々
に

「坊
や
」
と

い
う
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
同
郷
の
人
々
の
情
け
が
支
え
に
な

っ
て
い
た
。

や
が
て
４１
年
目
の

「
１０
月
６
日
」
を
迎
え
る
。
秋
風
に
揺
ら
ぐ

コ
ス
モ
ス

が
追
憶
を
誘
う
。

（昭
和
６１
年

。
１０

・
２
）

ボ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
は
今

私

の
弟
勝
矢

に

つ
い
て
、
父
正
夫
は
そ
の
著
書

で
次

の
よ
う

に
ふ
り
返

っ

て
い
た
。

長
男
勝
矢

勝
矢
に
対
し
て
も
頭
の
上
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。　
一
日
も
早
く

実
務
に
就
か
せ
て
生
計
の
助
け
を
さ
せ
よ
う
と
思
い
、
都
立
世
田
谷
工
業
高

校
を
受
験
さ
せ
た
。
同
校
を
卒
業
後
、
進
学
を
希
望
し
て
や
ま
な

い
の
で
、

つ
て
を
求
め
て
町
田
市
の
自
宅
に
近

い
玉
川
学
国
大
学

へ
入
れ
た
。　
一
学
期

も
た
た
な
い
う
ち
に

「真
剣
に
学
問
を
す
る
場
で
は
な

い
」
と
独
断
で
中
退

し
た
。
実
務
か
進
学
か
で
わ
た
し
た
ち
は
口
論
を
繰
り
返
し
た
が
、
勝
矢
は

進
学
の
決
意
を
固
め
る
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

勝
矢
は
工
場
周
辺
の
清
掃
ア
ル
バ
イ
ト
、
臨
時
販
売
員
や
家
庭
教
師
な
ど

を
転
々
と
し
な
が
ら

一
流
大
学

へ
の
受
験
準
備
と
学
資
か
せ
ぎ
に
専
念
し
た
。

そ
の
努
力
と
執
念
は
結
実
し
た
。
上
智
大
学
英
文
学
部
か
ら
修
士
課
程
を
終

え
、
神
奈
川
の
県
立
高
校
の
英
語
教
諭
に
収
ま

っ
て
い
る
。

勝
矢
は
定
年
ま
で
、
神
奈
川
県
県
立
高
校
の
英
語
教
諭
を
勤
め
あ
げ
た
。

彼
の
長
男
は
茅
ヶ
崎
市
で
小
学
校
教
諭
し
て
い
る
。
長
女
は
看
護
師
に
な

っ
た

。
下
川
博
子
の
い
ま
ま
で

私
は
２６
歳
で
中
学
の
社
会
の
先
生
と
結
婚
し
ま
し
た
。
で
も
夫

・
下
川
忠

範
は
、
予
期
し
な
か

っ
た
方
向
に
人
生
の
歩
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
た
。

福
教
組
大
牟
田
支
部
書
記
長
を
皮
切
り
に
政
党
活
動
と
平
和
運
動
に
全
身

で
取
り
組
み
ま
し
た
。

教
職
を
辞
し
４５
歳
で
は
じ
め
て
福
岡
県
会
議
員
に
立
候
補
、
こ
れ
を
手
は

じ
め
に
何
回
も
涙
を
の
み
ま
し
た
。
し
か
し
最
高
得
票
数
を
戴

い
た
の
を
機

に
３
期
議
員
を
務
め
ま
し
た
。

議
員
を
辞
し
た
後
は
、

８５
歳
ま
で
、
原
水
協
会
長
と
し
て
、
平
和
行
進
に

参
加
し
ま
し
た
。
彼
は
肺
気
腫
で
入
院
し
た
と
き
も
有
明
海
の
討
論
集
と
憲

法
の
本
は
手
放
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
１
９
年
１
月

一
８９
歳
」
で
亡
く
な

り
ま
し
た
ｃ

私
は
あ
と
ふ
た

つ
の
宝
を
も

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
長
男
と
長
女
で
す
ｃ

長
男
は
今
、
武
蔵
大
学
の
教
授
で
す
。

長
女
は
、
会
議
通
訳
者

（同
時
通
訳
）
と
し
て
外
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ふ
た
り
と
も
頻
繁
に
リ
モ
ー
ト
と
電
話
で
連
絡
し
て
く
れ
、
私
を
気
遣

っ
て

し
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く
れ
て
い
ま
す
。

私
は
５８
歳
ま

で
の
小
学
校
教
諭

（退
職
時
大
正
小
学
校
）
の
生
活
を
終
え

お
は
な
し
会
や
民
医
連
米

の
山
病
院
友

の
会
な
ど

の
活
動
に
と
り
く
み
ま
し

た
。
今

い
く

つ
も

の
病
を
得

て
歩
行
困
難
と
な
り

「
支
援

Ⅱ
」

で
介
護
を
受

け
て
い
ま
す
。

８５
年

の
な
が

い
何
月
に
は
、
た
く
さ
ん
起
伏
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
我
が

人
生
に
悔

い
な
し
」
と
ひ
と
り

つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
、
与
論
の
人
た
ち
や
、
今
ま
で
出
会

っ
た
方
々
の
暖
か

い
支
え
が
あ

つ
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

ト

ウ
ト

ガ

ナ

シ

若き麗の上里予應倉鶴

前列左から3人目東千代、上野應介、タメ、クニ、

後列左から東元義、東喜久里、上野可高孝、

上野家の人々

攣
苺

筆

一一一一一一一一一一一・一一一■

ポ
一
警

，
，
ｔ
●
●

―
●
●
●
一
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今
回
、
下
川
博
子
さ
ん
に
投
稿
を
お
願

い
し
、
快
く
引
き
受
け
下
さ
い
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
博
子
さ
ん
の
父
親
、
上
野
正
夫
氏
が
自
費
出
版
さ
れ
た

「与
論
島
に

生
ま
れ
て
」
―
わ
が
島
育
ち
人
生
―
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
ソ
連
で
の
抑

留

の
話
は
大

へ
ん
な
時
期
を
過
ご
さ
れ
、
精
神
力
で
生
き
抜

い
た
話
が
伝
わ

り
ま
す
。

与
論
会
だ
よ
り
に
全
部
掲
載
で
き
な

い
が
、
与
論
会
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ

は
記
載
で
き
る
よ
う
に
読
み
直
し
て
お
り
ま
す
。

著
書
に
よ
る
と
、
大
正
三
年
、
上
野
應
介
氏
は
四
山

（よ

つ
や
ま
）
船
積

与
論
人
人
夫
総
監
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
東
元
良
と
と
も
に
島
民
の
統
率
者
と

し
て
団
結
と
生
活
の
中
心
に
な
り
、
与
論
島
出
身
者
に
慈
父
の
よ
う
に
敬
慕

さ
れ
て
い
た
。

大
正
５
年
５
月
２５
日
、
大
牟
田
市
三
池
町
で
病
没
し
た
。
享
年
六
十
三
歳
。

遺
骨
は
沖
縄
本
島
北
端
の
辺
戸
岬
を
南
方
に
望
む
与
論
島
の
前
口
半
田
と

い

う
丘
に
あ
る
上
野
家
累
代
の
墓
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
明
治
中

・
後
期
に
与
論
島
に
起
死
回
生
の
道
を
開
き
、
島
外
発
展
の

端
緒
を
作

っ
た
恩
人
で
あ
り
、
先
駆
者
で
あ
る
。

上
野
家
系
譜

・
、

　

卜
ヽ

ノ

　

′
１

Ｌ

　

●
―
、

■

ノ
　

　

′
―

十
　
代

十
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十
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Ｌ
Ｉ
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■
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＝

上
野
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千
代
氏

上
野
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氏

上
野
　
富
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上
野
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氏

上
野
　
可
孝
氏

上
野
　
正
夫
氏

上
野
　
勝
矢
氏

（下
川
博
子
さ
ん
の
弟
）

.‐  鷲■‐́

長女博子の夫・下川忠範 福岡県議選で再選される

(大牟田の長女宅にて 後列右から博子、忠範 )
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病
魔
と
問
い
夢
諦
め
ず

病
気
と
闘
う
子
供
た
ち
へ
―

東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
聖
火
が
福
岡
県
に
入

っ
た
Ｈ
日
、
同
県
大
牟
田
市

出
身

の
大
学
２
年
生
、
森
健
心
さ
ん

（
１９
）
は
幼

い
頃
、
自
身
を
襲

っ
た
病

魔
に
打
ち
勝

っ
て
目
標
に
向
か
う
大
き
な
姿
を
披
露
し
た
。

３
歳
の
時
に
柔
道
を
始
め
、
２
０
１
９
年
に
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
で

優
勝
し
た
。
現
在
、

９０
．
口
級
で
活
躍
す
る
姿
か
ら
は
想
像
で
な

い
が
、
４
歳

の
時
に
悪
性
リ
ン
パ
腫
を
患

っ
て
入
院
。　
一
時
は
柔
道
を
諦
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
か

っ
た
。

小
児
病
棟
に
は
同
じ
年
ご
ろ
の
２
入
が
い
た
。
森
さ
ん
と
３
入
で
ふ
ざ
け

合

っ
て
寂
し
い
幼
心
を
埋
め
合

つ
た
。
し
か
し
、
２
入
は
帰
ら
ぬ
人
に
。
将

来
の
夢
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
に
―
。

２
入
の
分
ま
で
柔
道
に
打
ち
込
ん
で
き
た
。
今
の
目
標
は
２４
年
の
パ
リ
五

輪
金
メ
グ
ル
だ
。

「
目
標
に
向
か

っ
て
頑
張
る
こ
と
が
人
生
の
財
産
に
な
る
」
。

子
供
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

５
月
１２
日
　
　
毎
日
新
聞

哄
:  |・    . |                   

‐・   .躙
一一一一一一一一一一一一一一

寝

ユ

ミ

ダ
・

【
　
」
・　
　
　
．．

〓
、、　
．　

　
ど

ヽ
ヽ

ヽ

「 .ξ     ゝ
.

= ξ下             、`
|「         ＼

.ヽ

不

ざ
ξ
メ粂

．
―

平和台陸上競技場で行われた「点火式」で聖火をつないだ森健心さん

Ｌ
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回
之
津
移
住
百
年
祭
記
念
誌

与
煙
椰
・一・祀
）等
ヘ

口

之

津

港

ま
ず
五
十
年

の
歩
み
は
、
同
郷
人
が
集
団
移
住
し
て
、
内
地
上
陸
の
第

一

歩
を
印
し
た
口
之
津
の
簡
単
な
紹
介
か
ら
は
じ
め
た

い
。

（以
下
口
之
津
町

の
資
料
に
よ
る
）

口
之
津
町
の
地
は
、
南
高
来

一
円
と
と
も
に
、
古
く
は
高
来
の
国
の
南
端

で
、
日
本
書
記
、
肥
前
風
土
記
、
延
喜
式
等
に
も
見
え
、
第
十
二
代
景
行
天

皇
が
熊
襲
征
伐
の
途
次
、
上
陸
さ
れ
た
と
の
伝
説
が
あ
る
よ
う
に
古
代
か
ら

人
類
文
化
が
開
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
地
は
秀
峰
雲
仙
岳

の
南
麓
で
、
温
和
な
気
候
と
、
波
静
か
な
有
明
海

出
入
口
と
、
渦
潮
の
荒

い
早
崎
海
峡
を
抱
す
る
と
こ
ろ
に
、
天
然
の
良
港
が

あ
る
の
で
、
古
く
平
安
時
代
か
ら
阿
ノ
津

（三
重
）
、
那
ノ
津

（博
多
）
、
坊

ノ
津

（鹿
児
島
）
の
三

つ
の
津
と
と
も
に
有
名
な
菖
蒲
ヶ
浦
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
。

し
か
し
当
時
は
小
さ
な
農
、
山
、
漁
村
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
後
有

馬
氏
の
所
領
す
る
と
こ
ろ
に
な
り
、
そ
の
末
期
イ
ス
パ
ニ
ヤ
人
の
キ
リ
シ
タ

ン
布
教
の
た
め
来
航
し
て
か
ら
、
寺
院
学
校
の
建
設
が
あ
り
、
西
欧
文
化
の

輸
入
港
と
し
て
と
み
に
栄
え
、
短
期
間
で
は
あ

っ
た
が
、
本
邦
で
た
だ

一
ケ

所
西
欧
文
化
の
花
が
咲

い
て
い
た
。

こ
の
殷
盛
の
時
機
は
短
か
く
、
ま
も
な
く
島
原
の
乱
の
た
め

一
切
消
滅
し
、

再
び

一
寒
村
に
戻
り
、
其
の
後
、
移
住
部
落
の
発
達
が
今
日
の
基
礎
を
な
し

て
い
る
。
（以
下
略
）

次

に
明
治

の
代
に
な

っ
て
か
ら
の
口
之
津
港

の
移
り

［見
て
み
よ
う
。

変
わ
り
を
年
表
的
に

明
治
十
三
年
五
月
、
口
之
津
灯
台
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
構
造
は
六
角
不

動
白
色
光
で
、
水
面
か
ら
灯
火
ま
で
三
八
米
、
十
浬
に
達
す
る
光
を
放
ち
、

入
港
船
舶
を
始
め
有
明
湾
内
に
お
け
る
航
海
の
安
全
を
得
る
よ
う
に
な

っ
た
。

明
治
二
十
二
年
三
井
炭
鉱
が
、
三
池
鉱
山
局
か
ら
三
井
の
会
社
に
払
下
に

な

っ
て
か
ら

一
時
口
之
津
に
は
、
外
船
の
入
港
が
減
少
し
て

一
頓
挫
を
見
る

に
至

っ
た
。

明
治
二
十
二
年
七
月
、
口
之
津
港
は
特
別
輸
出
港
に
指
定
さ
れ
、
三
井
物

産
会
社
は
更
に
当
地
に
支
店
を
設
け
、
三
池
の
石
炭
は
全
部
口
之
津
港
か
ら

輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
再
び
回
復
し
て
内
外
国
船
舶

の
出
入
は

以
前
に
倍
加
し
た
。

殊
に
日
清
戦
争
前
後
に
は
急
激
な
発
達
を
な
し
そ
れ
か
ら
二
十
年
間
は
殆

ん
ど
不
況
を
知
ら
な

い
状
況
で
あ

っ
た
。

明
治
二
十
八
年
四
月
、
口
之
津
港
船
舶
検
疫
所
を
、
東
大
泊
交
親
館
に
置

か
れ
、
警
察
分
署
長
は
検
疫
所
長
を
兼
務
し
、
別
に
医
官
及
び
通
訳
を
配
置

し
て
始
め
て
海
港
検
疫
所
を
開
始
し
た
。

明
治
二
十
九
年
十
月
、
口
之
津
港
は
外
国
貿
易
港
と
し
て
十
港
の
う
ち
に

指
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
輸
出
の
み
で
な
く
、
輸
入
も
許
可
さ
れ
た

の
で
、
第
二
の
伸
長
を
見
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
う
し
て
石
炭
の
輸
出
は
ま
す
ま
す
増
加
し
、
貯
炭
場
が
不
足
す
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
、
本
田
次
郎
氏
の
所
有
で
あ
る
大
屋
新
田
の
沿
岸
潮
入
地

一

万
三
千
坪
を
買
入
れ
、
埋
立
に
着
手
し
同
三
十
二
年
に
竣
工
貯
炭
場
の
拡
張

が
出
来
た
。

明
治
三
十
二
年
海
港
検
疫
法
の
発
布
が
あ

っ
て
、
長
崎
海
港
検
疫
所
の
出

張
所
と
な
り
、
四
月
草
刈
源
四
郎
警
察
分
署
長
の
兼
任
が
解
か
れ
、
瀬
高
の

地
に
新
築
移
転
し
専
任
者
の
配
置
が
あ

っ
た
。

明
治
三
十
四
年
二
月
福
岡
県
若
松
港
に
あ

っ
た
海
務
署
が
口
之
津
に
移
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
船
舶
検
査
を
受
け
る
た
め
に
当
港
に
出
入
り
す
る
船
舶
は

ま
す
ま
す
増
加
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
（以
下
略
）

次
回

へ
つ
づ
く
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